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概要
現在、⾃動⾞の電動化、インテリジェンス化に伴い、要求
される制御や通信速度、データサイズ、セキュリティレベルな
どにあわせて、様々な⾞載バスが採⽤されています。
異なる規格のシリアルバスを⼀度に解析することは、システ
ムの開発・評価において重要になっています。

ポイント
 複数の種類のバスの信号波形観測とプロトコル解析

トリガで捕捉した複数の種類のバスの物理層電圧波形
を表⽰しながら、プロトコル解析結果をリアルタイム表⽰
します。例えば、CAN/LINバスでは最⼤100,000フ
レームのリスト表⽰が可能です。

 シリアルバスのオートセットアップ
解析するバスのビットレートや電圧レベルを設定するの
は⼤変な作業です。DLMシリーズは独⾃のオートセット
アップ機能で、⼊⼒信号を解析し⾃動で設定します。

 確実に信号を捕捉するトリガ
センサー出⼒、バスのID、データ、エラーコードでのトリガ
を指定することもできます。

アプリケーションノート

複数の⾞載バスの同時解析

特⻑
 アナログ＆ロジック混在多チャネル測定

 UART/I2C/SPI/CAN/CAN FD/LIN/FlexRay/SE
NT/CXPIの９種のシリアルバスの中から、最⼤4系統
のシリアルバスの同時解析が可能です。

 最⼤500Mポイントロングメモリーによる⻑時間捕捉
サンプルレート2.5GS/sで最⼤0.2秒、25MS/sで最
⼤20秒の波形を捕捉できます。

 ２か所ズーム機能で、ズーム箇所を切り替えることなく
異なる箇所を同時表⽰可能です。

 ヒストリ機能
過去に取り込んだ波形を最⼤100,000個、アクイジ
ションメモリに⾃動で保持します。後から抽出して解析が
可能です。

ミックスドシグナルオシロスコープ DLM3000 / DLM5000

形名 最⼤チャネル数

DLM3000 アナログ2（2chモデル）
アナログ４または
アナログ３+ロジック８（4chモデル）

DLM5000 アナログ4+ロジック32（4chモデル）
アナログ8+ロジック32（8chモデル）
※2台連結可能（近⽇発売）
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4種類のシリアルバスの同時解析とリスト表⽰例


